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女と国家　　　　観念による呪縛
Ar古事記』（7）
河野　信子
若い女　1故ここに伊邪那岐の命語りたまひしく、
　うつく　　　　　　　　なにも『愛しき我が汝妹の命を、子の一つ木に易へつる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　はうはかも』と織りたまひて、すなわち御両方に高場ひ、
御足方へ葡旬ひて巽きし時、御涙に成れる神は…
…　もうすこしイザナミ伝説にこだわらせてくだ
さいませ。このくだり、シルクロード経由の神話
だという人もいますが、古代人の心は経由などし
なくても、似たものを同時に作るところがありま
しょう。世界各地同時発生か、民族が神話を担っ
て移動したのか、共同幻想による受容かを、いま
のところあまりつきとめる気になりません。この
点は学者先生におまかせして……。
老婆　比較神話学のかたがたも霧のなかで、方向
を定めるような御苦労がおありでございましょう。
鳩ほどの地磁気感知力があれば、霧など、苦もな
く超えられましょうが……。あなたさまの真似を、
すこしさせていただきました。
若い女　あら婆さま……。イザナギの嬰き女のよ
うなこのくだり、「肉体は精神の容れ物ににすぎ
ず、精神もまた溶けて旅立つ：とする後の世の観
念とはだいぶちかうようです．
老婆　嬰き女は、もはや人か「個体の死を泣く：
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ことかできなくなったところを代行していると考
えるのは、旧き女習俗を持つ地帯に失礼です。個
体の死を再生につなごうとする残された人びとの
願いが、呪術化され、形を得たものでありましょ
玩、ところであなたさまは、巽き女の動作を、死
せる肉体への呪縛とみますか、それとも、解放と
みますか、，
若い女　契き女ではなく、巽き男を登場させるあ
たり、いかにも「にほん旨旨ではありまず，子ど
も0）遊びから、おこもりまで、この国では、や
たら男たちが、女の型を真似したがるところかあ
ります、、
老婆　男が女の形を擬し、女が男の形を擬すのは、
「ええじゃないか　の嵐でも自動（？）的に噴き
出しましたvまた私どもの若い頃の祭りの型でも
ありました，、儀式の場とは別に、神とともに騒ぎ
遊ぶ形をとるとき、ケ（日常）が枯れる（ケガレ）を
いっ気にとりもどそうとして、変身をやってのけ
たわけです。
若い女　ケガレが褻が枯れるや気（超自然0））
が懸る1ではなくて、臓れるとする解釈もこれに
つつくくだりでは出てまいります。せっかく、死
を超える存在たちの生まれ振りに話しが進みまし
たのに、『古事記』はまた、死を観念の呪縛に持っ
ていきます。移り気なことです。
老婆移り気なのでしょうか。それとも生の放置
でしょうかt．］肉体を忌避する思想がこの頃の、上
層階級のなかに芽生えはじめたようです。具象と
しての生と死と、抽象としての生と死を一身に担
わされるのが、ここでも．女にこだわるか、「産
む・産まれる　にこだわるかいずれかで、その人
の思想の射程も、異なった相を示しましょう。こ
の点については、またのちほどの語らいにまわし
ましょう、，さて、民族が若くたのしかった頃、生
まれた神話（『古事記』はその習合体）の神は、「火
の神さわぎ　のあとは誰たちですか。
若い女　涙から、三沢女神（巽き女と泉0）習合）、
殺された火の神の血から、イワサク（石析）、ネサ
ク（三二）などの雷のような神たち。ついで水の神、
山の神、となっていまして、八神です。生命の発
生にかかわりのあるものたちばかりです。八は日
本人にとっては、無限のシンボルですから、、八
百比丘尼、八百萬神、　ヤーと人がいったとき、
人はどんな命を感じたのでしょうか、
　　　　　　　　　　　　　（この工頁つづく）
苦難を受けた女性
????????
金　　品玉
　WOil胤nspiritに原稿を書くようにとの依、
頼を受け、いろいろ考えてみました」9i、私が書く
よりも以下のエッセイが良いのではないかと思い
ます。柳寛順はソウルのパゴヴ公園でパネル・と，し　・
てご覧になった方も多いかと思います。独立運動
に参加した指導者であるにもかかわらず、日本で
この独立運動を語る時、パゴダ公園で見る女性た
ちの活躍を無視して語られることがいかに多いか。
現在の韓国女性を見ていると、柳寛順が重なって
見えてくるように思えてなりませんQ
　　　　　　　　　　　　（カーター愛子）
　私たちは三一一運動といえばすぐ柳寛順を思い出
す、，幼いころから「柳寛順姉ちゃん　という名で
親しくなった彼女は、歌詞のように：獄中の花iの
印象で認識された，この．柳寛三二ちゃん！、「殉
国処女柳寛順…で広く認められている柳丁丁に対
して疑いを持ち始めたのは次のような理由であっ
た。ヨなぜ柳寛順はr姉ちゃん』と呼ばれるのか　、
「柳寛順が私たちに与える意味はr女性』という
ことだけであってはならないのか1という考えが
浮かんだのである．、このような疑問は、丁丁順に
対する知名度とは反対に彼女についての資料が余
りに貧弱であることによって具体化された。国民
学校の教科書や三一独立運動の歌から出て来る柳
寛骨に対する英雄一辺倒の評価とは別に彼女の生
涯全体に対する正しい評価が出てこないのはなぜ
だろう，，
　柳寛順についての資料は、私が調べたところで
は、1950年代に書かれた伝記的小説と三一－万歳事
件に関連した資料だけであった。それはみな、柳
寛順の生涯を「殉国少女　又は「韓国のジャンヌ
ダーク　として描写していた。柳寛順をいつも英
雄とか超人とかスーパーウーマンとしてだけとら
え、柳寛順の人間的な生涯、苦難の生涯を見逃し
ていた。
　柳寛順を総体的に考察するには、その英雄的な
面とともに彼女の入間的な生き方をみなけれはな
らない、，また、彼女か参加した三一運動の信仰的形
態、即ち当時のクリスチャンがどんな信仰を持っ
て三一運動に参加したかという問題を一緒に考え
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なければならない。なぜかと言えば、柳寛順はキ
リスト者であったし、当時の梨花学堂生でもあっ
たから、歴史的背景は彼．女を理解するには大きい
助けになるであろう。，
　三一運動は、日本の軍国主義的植民地政策に反
対して起こった民族運動として、韓国の民族・民
衆運動史だけではなく、韓国教会史、また韓国キ
リスト教女性史にとっても重要な事件であった。
三一一・pa動での’女性たち、特にクリスチャン女性の
参加はめざましいものであった、，儒教的慣習にと
らわれていた女性たちがキリスト教を彼女たちの
信仰として受け入れたのは、民族受難の歴史的体
験の渦中でのことであった。クリスチャン女性た
ちは主にミッションスクールを通して送り出され
た教師と生徒たちであった。彼女たちの信仰は単
に個人的次元ではなく、歴史的現実を直視しなが
ら能動的に参加する歴史的意識として昇華した。
クリスチャン女性、特に女学生たちの民族意識は、
三一運動当時、彼女たちの万歳運動参加に反対し
た校長先生に言ったという次の言葉が良く現して
いる。
　　「もう事はすっかりうまく運びました。私た
　　ちがやろうと思ったことはみなやったのです。
　　私たちは男たちを発奮させるのに成功しまし
　　た。彼等は心が弱くて、私たち女性が先に出
　　てくれるのを待っていたのです、，：
　このような女学生たちの能動的な民族意識は、
彼女たちが持っていた信仰と結ばれていた、，三一
運動直前の19〔｝O～1910年代は、クリスチャンが男
も女も入神とか幻想等、経験的信仰を体験した大
信仰復興運動の時期であった。ミッション系の女
学生たちも例外ではなく、学校での復興会とか聖
書研究、祈祷会を通じた祈祷運動の熱気は彼女た
ちの信仰の重要な根幹であった，，同時に彼女たち
の熱情的信仰体験は民族の受難に際して歴史意識
に転換する内的動力源となるのに充分であったし、
純粋に三一運動に参加する動機になったと見られ
る，，
　柳寛順の場合も例外ではなかった。柳寛順の生
涯を特徴づけるものは熱情的な信仰と民族愛だ，
17年間の短い生涯を通じて、生まれた時から獄死
する時まで一貫して、信仰と民族愛が現れている
が、その生涯を幼少の時期と梨花学堂時代、獄中
の時に区分して、次のように見ることができる，
　柳温順は、幼い時、開明的な民族主義者であっ
た父柳重権の絶対的な影響を受けた。父柳重権は
衰退していく国権回復の道は教育を通じた国民啓
蒙と信仰を通した民族精神の回復だと考えた、こ
の父の下で育った柳寛順は幼い時から民族の将来
に対して考え、本を読んだ。父が営んだ興国学校
が財政難で日本の高利金融業者から金を借り、そ
れを返す事ができなくて、その日本人から受けた
侮辱　　父の頭を日本人が井戸に突っ込んだ事件
　　は、幼い柳寛順が日本侵略の実状を身をもっ
て体験する重要な事件であった。
　柳寛順に一生の転換点を与えてくれたのは、宣
教師婦人の勧めで梨花学堂に入学したことであっ
た。梨花学堂生活で新学問に接し、熱情的な信仰経
験と民族意識を具体的に感ずるようになった。柳
寛順と一緒に勉強した友達の証言によると、柳寛
順は寄宿舎で一日も欠かさずに朝の祈祷をしたし、
人のいやがる掃除と洗濯をみな受け持ってやった
と言う、、柳寛順の祈祷生活は彼女の一生を貫いて
いる，，
　当時、梨花学堂には討論と思想活動を活発にやっ
ているr以文会（イムンフェ）』という団体が主に
金治蘭（キムチラン）を中心に動いていだ，1919年
2月28日定期の集まりで、彼女たちは熱気を帯び
た討論の後、三一運動のときに一一斉に万歳頃叫ぶ
ことを決定した。先輩たちの活動と緊張した雰囲
気で既にわかっていた柳寛順は、自分が所属した
秘密決死隊　　金玉粉（キムオクファン）、金花子
（キムファジャ）、柳寛順路一と一緒に万歳運動に
参加することを決定し、その時期を待っていた。
待ちながら毎朝の祈祷会で神秘体験をする。彼女
が見た幻想は「明るい朝に朝鮮人が自由と独立の
ために世界に向かって叫ぶからあなたも行きなさ
い　というのであった。この幻想は彼女に三一運
動を予測させ、また不安もなしに参加させる契機
ともなつk，
　三一運動が起こったとき、学生たちが参加する
決心をしていることを知ったプライ校長は、校門
に立って止めた。だが尊敬するこのプライ校長の
話も聞かず、柵を登って道に出て参加した一群の
女学生がいた。それが柳寛順等15名の秘密決死隊
であった，3月1日の万歳示威のために、日本は
全国の学校に一斉休校を発令した，，しかし、この休
校令は熱気を冷やすのではなく、反対に新しい発
火点になった。二三三等学生たちは直ぐにそれぞ
れの故郷に行ってソウルでの万歳事件を説明し、
故郷で新しい万歳運動を計画したのである。こう
してソウル中心に始まったこの運動は全国に広がっ
て行った．
　柳寛正は故郷である天安に着くとすぐ万歳運動
を準備した。運動の必要性を街々に行って力説し、
同志たちを糾合した。幼い柳寛順の確信に満ちた
呼びかけは、天安の有志者である三教臣（キムキョ
ンシン）、趙二元（チョインウォン）、柳堂権（ユタ
ンクォン）の心を動かして、天安アウネ市場で4
月1日、万歳を叫ぶことになった。当日市場には
三千六名の人が集まり、手に太極旗と1大半独立」
と書いた大型の旗を先頭に平和的な示威を始めた。
平和で無防備な示威群衆に日本人憲兵たちが発射
し、たちまち19名の死者（柳寛喜の父母、叔父た
ちを含む）を出し、負傷者30名、そして柳寛順等
10名は逮捕された。
　アウネ万歳運動で柳三二の家族はどうなったか。
父母は日本兵の銃剣に殺害され、家は全焼、兄の七
去玉（ユガンオク）も捕らえられたし、二二名はバ
ラバラになるという悲劇を迎えたのだ。アウネの
万歳運動は柳温順の苦難の始まりであった。
　回忌順は捕らえられたその日から苦難の道を自
ら招いた。彼女の裁判記録を見ると、趙仁山、柳
寛順、柳重武（ユジュンム）は3年、金用伊（キム
ヨンユン）、温品鏑（チョピョンホ）は2年6カ月、
金追出（キムサンクン）、白正言（ペクチャンポン）
は1年6カ月、趙万衡（チョマンキュン）、朴高爽
（パクチェソク）は2カ月、朴鳳来（パクポンネ）は
棄却、申氏（シンシ）は無罪であった。柳寛順の担
当者は、彼女が首謀者であることを否定すれば自
由にしてやると提言したが、二上順は「私を何と
見るのです？　私は年は幼いけれど、神の指示を
受けたものですからもっと大きい仕事をやること
ふできます1と、堂々と拒絶した。不義に屈服し
ない富民順の毅然とした態度は彼女の法廷陳述に
も現れている。
　　「あなたたちは私たちの国で私たちの民を不
　　法に殺傷し、私の父母まで殺したのだから、
　　罪人はまさにあなたたちであります。私たち
　　があなたたちに刑罰を与える権利はあるけれ
　　ど、あなたたちが私たちをさばく権利と名分
　　は何もありません、。
　この陳述を聞き、日本人の検事が「朝鮮人に何
の独立か；と反問すると、彼女は憤りに耐えられ
ず、自分の座っていた椅子を取って検事に向かっ
て投げつけた。この事件で、高曇順は初審刑3年
よりももっと重い7年の量刑を言い渡され、公州
地方法院から西大門の監獄に送られた。
　険しい苦難の道を自ら招いた彼女の監獄生活は、
梨花学堂の生活と違わない祈りの生活であったu
毎日の祈りは、自分の現在を超克できる力と、日
帝の前で卑屈にならない勇気を供給してくれた。
毎晩寝る前に叫ぶ彼女の三回目万歳は監獄中の人
たちの心を動かし、毎晩皆が独立万歳を叫んだ。
そして柳刃順は毎晩万歳を叫ぶ度にもっと苦しい
監獄生活を送ることになった。万歳を叫べばもっ
と過酷な拷問が待っていた，
　三一独立運動で捕らえられた人たちに対する日
帝の悪質な拷問は、被害者たちの証言で広く知ら
れている。特に若い女性、クリスチャン女性に対
する拷問がどんなに残酷なものであったかという
ことが、ソウル監獄に入れられて出て来た31名の
女学生たちの回想を見るとよくわかる。
　　「初めに入った時、日警に無数に乱打され、
　　衣服をぬがされ、手と足を縛られ、屠殺場へ
　　行く豚のように豚小屋に投げ入れられたvそ
　　こで長い夜を裸で過ごした。私たちの中で美
　　貌の女学生は夜中、自警に引っ張られて出て
　　行って、夜中から朝まで輪姦された。審問す
　　るときは十字架に裸で縛り、熱く熱した鉄棒
　　で乳首を三、四回つっついたし、縛った縄を
　　解くときは、刃で荒々しく切って手足が胡瓜
　　のように切断され、血が流れた……（中略）…
　　…流血で赤く染まった中で日警は笑いながら、
　　今でも万歳を叫ぶことが出来るかと、戯弄し
　　た：。
　他のクリスチャン女学生の場合は、たくさんの
男たちの前で裸にし、汗が流れるほど殴打し、「暑
いか？そしたら冷たい水5と言って水を頭からか
ぶせ、冷たいだろう？、と言いながら、煙草の火
で焼いたという。このような残酷な拷問に対して、
英国人牧師ゲイルは「彼’女たちは足で蹴られ殴打
され、監獄に入れば勇敢な男も耐えられないのに、
彼女たちは極悪な刑罰を受けるようになることを
知りながらも、太極旗を振り万歳を叫ぶ，と、女
学生たちの苦痛と恥辱を超えた勇気を称えた。米
国人記者ナサニエル・パイポも自分の本に、当時
の拷問について書いたが、それは余りに過酷で口
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口に出せる言葉では到底表現できないほどであっ
たと言う。
　日本植民地時代に女性が受けた拷問は二重の拷
問であった。湿たちが受ける拷問に、女であるか
ら受ける性拷問、性暴行が加えられたのである。
裸体審問、輪姦、暴言等、女性の受ける性拷問は、
不義な政治体制が見せる全部なのだった。こんな
拷問の前で、二六順は自分の限界状況を克服した。
彼女がもっている天性的な他入愛は、自分に配ら
れる飯も妊娠した人に分けて上げた．自分は空腹
でも自分の飯を通じて嬰児の生命を保存しようと
する彼女の人間愛は、彼女の信仰に基づいたもの
であった。
　監獄での連続的な万歳主導と、それに対する日
帝の性拷問はだんだん悪化し、彼女の飯に鉄粉を
入れることもあった。結局、ついに彼女は17才で、
栄養失調と子宮破裂という病気で死んだ。柳寛順
の屍体を引き取りに行ったプライ校長は石油の箱
に、荷物のように入れられて出て来た彼女の屍体
の前で痛減した。引き裂かれた四肢、一つの爪に
至るまで完全な部分は何一つもない柳垂直の屍体
を前にして、誰もが息をのんだ。
　17才の年齢で、栄養失調と子宮破裂で四肢のち
ぎれた彼女は、不義な権力集団の犠牲にされた幼
い羊、イエスだ。ローマとユダヤの不義な権力構
造に対抗して、自ら十字架の死を選んだイエスは、
三一運動で柳寛弘に復活し、今日も民主化運動で
性拷問される女性の中に復活している、，多くの男
性神学者たちは、柳島順の拷問を貞操の喪失iと
いう概念で表現する。貞操とは、女と男が一緒に
守るときに成立する言葉である。柳詰論の拷問を
「性の喪失：という言葉で表現するとき、私たち
は既に彼女の受けた拷問が持つ意味を性の対象に
縮小させるのである。彼女が受けた性拷問は不義
な集団による人権躁躍であるし、一人の女性の貞
節の問題ではないからである。そんな意味で柳派
順は個人ではなく、今日もこの国で民主化を目的
に自分の身を投げ出している多数の女性として見
なければならないだろう、，柳寛順という名前は、
苦難を受けている女性たちの名前であり、民族の
苦難に参与した私たちの女性先輩の名前である、，
　彼．女の最後の遺言、「日本は敗亡するu絶対に
敗亡する．と、言った血を吐く叫びの中で、私た
ちは復活を経験する、，苦難と復活は、銅貨の両面
である。苦難を受ける女性、「私たちの島山順E
は今日も彼処、比処で再び生まれている。
たかがレイプ、されどレイプ
福島ひとみ
　レイプ映画についてはかまびすしいが、その中
でも代表的なものは、カナダの女性監督による　声
なき叫び！だろう。主人公の立場や状況の背景は、
落合恵子作「ザ・レイプ1をほうふっとさせる。
双方のヒロインとも、社会的地位はしっかりして
おり、それにふさわしい恋人がいる。このあたり
から、内容の現実性は少々そらぞらしくなってく
る。特に「声なき叫び…は、ベトナム戦争の惨禍
やみるにたえない第二次大戦中のドイツ強制収用
所のフィルムのショットをひんぱんにだぶらせて
臨場感を盛り上げようとするのだが、それはまっ
たくの逆効果で、その大げささに私はすっかりし
らけてしまった。社会的地位もあり、いざとなれ
ば駆けつけてくれる恋人もいるヒロインと、もは
や反抗の能力さえ失ってしまった人間達の悲惨さ
を、同レベルに置いているのである。私は、プリ
ーモ・レーヴィ著「アウシュヴィッツは終わらな
いの、“犬のように生活させられる訓練を長く続
けていると、もはや人間は反抗しようとしない、
ぼろきれ達は、反抗しないのだ”という箇所を読
んで、収容所ではなぜ反乱が起きなかったのかと
いう疑問がいかに愚問であるかを思い知らされたt，
それと同様に、多くの四達には、今レイプぐらい
されたって、何の痛痒も感じないだろうなと思わ
せられる、辛い時期がある。その辛い時期にとっ
てのレイプとは一体何だろうということである。
　もう20年前にもなるが、五味川純平の「戦争と
人間「が映画化された、，その中で、朝鮮に侵略し
た若い日本人夫婦で、松原知恵子扮する妻が集団
暴行を受け、絡死する場面があった。夫が嘆き悲
しみながら埋葬していると、朝鮮人パルチザンの
一人が、「強姦が何だ、俺達は、家族も恋人も友
人も、同胞を皆殺しにされたんだんぞ3と叫ぶ場
面があった．すると日本人の夫は、何一つ言い返
すこともぜず、黙々と埋葬するのである．，それを
観る観客をも納得させずにおかない、それは血の
ほとばしる叫びであった，tこの場合の「レイプ1
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とは一体何だろうか。レイプの罪悪度は、殺人や
「犬以下の虐待，に較べると、どのレベルに相当
するのであろうか。
　ましてや、日々日常茶飯のようにレイプされて
いるのは、家出中の．女子中生であったり、次から
次と転職中の女であったり、社会の底辺のそれこ
そゴミのように扱われている女達である。「声な
き叫び　や「ザ・レイプミなと．、話題になったレ
イプ映画の視点は、あまりに甘すぎるのではない
か，レイプとはまさしく、「映画1ではないので
ある。とはいえ、最も新しい…告発の行方’になる
と、だんだん現実のレイプに近くなっているよう
であるが、もっともっと近くなって、誰にも庇っ
てもらえない、女子中生や転職女などのレイプを
告発する映画ができて話題になることを願うもの
である。
　さて、私がここで問題にしたいのは、女の加害
性と被害性である。一体．女とは、加害者であるの
か、被害者であるのかということだ。もしも女が
全面的に被害者であるのなら、確かにレイプは大
問題だ。だが、もしも「全面的に加害者iである
のなら、レイプへの告発をどう扱えばよいのか。
男達の権力奪取の闘争も、女の支えがなければあ
りえないのだし、男権支配の体制をつき崩せない
限り、私達は多かれ少なかれ、1加害者、として体
制に加担していることになる。そして多くの場合
はそのことを認識していない。
　私が、人気バツグンのA・ウォーカーのたたか
いのあり方に今ひとつ同調できないのも、その辺
にある。！カラー・パーブルー1を読んだ限りでは、
女．善玉、男　悪玉、黒人．一善玉、白人一！一悪玉の図
式があまりに類型的で、自己省察の厳しさがまっ
たく見られず、このたたかいでは限界があるので
はないかという疑問が涌いたからである。むしろ、
スピルバーグの映画の方が小説の単純明解さを強
調して、私にはずっと面白かった。あの映画の最
後の大団円では、泣けて泣けて仕方がなかった。
だがもちろん現実は、レイプが映画ではない以上
に、映画ではない。
　私達が、「たかがレイプ　と内心でせせら笑う
男達に、「されどレイプ．と即座に異議申し立て
をできるのは、汚辱にまみれた七二支配の体制を
支えるのを放棄して、加害者であることを拒否し
えたのが自他ともに認めることができた暁に、初
めて可能になるのだろう。
フェミニスト神学とアジア女性
　　　リタ・ナカシマ氏報告を
　　　　　　　　　　　振り返りつつ一
加藤典子
　今回の研究会では、自分の負っている民族性を
意識して考えるという視点から問いを起こす契機
を与えられた。リタさんはUSAで女性学および
キリスト教学を専門領域として活躍中である。話
のテーマは、フェミニスト神学がアジア系アメリ
カ女性とどういう関わりを持つか、という問題で
あった。彼女は、父方はプエルトリコ系、母方は
日本女性、沖縄出身でアメリカで教育を受けたと
いう経歴を持ち、アメリカの神学と教会の現実を
少数民族の女性の立場からラジカルに問う、とい
う課題に取り組むにふさわしい方である。
　リタさんは中華人民共和国を訪問した帰路に日
本に立ち寄った。発表の内容を、聞く者としての
問題関心から次の3点に関して整理した。第一一に、
ことに70年代以降展開されてきたフェミニスト神
学をどのようにとらえているか。第二に、アジア
糸アメリカ女性の現実の問題点をどのように把握
しているか。それは同時にアジアの文化的伝統を
どう見るかという問題も含む。第三に、アジア系
女性であるという特殊性が、キリスト教神学にも
たらすべき積極的な課題についてどのように考え
ているか。アジア系アメリカ女性神学者である自
己を鋭く意識しているリタさん自身は、フェミニ
ズム神学のなかに新たにどういう独自の提言をな
していくのか。彼女の固有の神学の内容は具体的
にどういうものになるのか。
　第一点については、彼女は結論的には、個人的
達成が目的である白人女性が担い手となって、白
人女性の問題として展開してきたフェミニスト神
学は、有色女性には役立たないという見解である。
確かにUSAで、とりわけ最近の10年間にフェミ
ニスト神学は多大な影響を及ぼし、その結果神学
による女性の抑圧の指摘が教会の姿を露呈させ、
教会は変わらなければならぬと認識させられるに
至った。この点をリタさんは、教会は現状のまま
であれば生き残る必要はなく、女性のための教会
になるなら可能性があると言明した。しかし白人
フェミニストは家族の重要性や文化的アイデンティ
ティを理解せず、個人主義的で、育児よりも自分
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の生殖上の権利を問題にしており、アジア系アメ
リカ女性にとっては既存の神学は心に響かず魅力
かないという、教会におけるアジア系アメリカ女
性の問題は取り組まれ始めたばかりとりタさんは
自覚している。
　第二点をめぐっては、彼女は、文化的に深いと
ころで存在する、アジア系女性に対する偏見の存
在を強く指摘したうえで、アジア的なコミュニケ
ーションのあり方はむしろ評価しようとする。彼
女によれば、アジアの女性は、隷属的で従順とい
うイメージを持たれており、いつでも性的欲求に
答え言うなりになる女性を望む場合にアジア人女
性か好まれ、真のアメリカ市民とは認められてい
ない。また、アジア系アメリカ人の社会では、儒
教的色彩が強く、人間関係が個人的な事より重視
される。アジア系女性は民族的な色彩の教会に対
しては、それ故の拒否とそれ故の安堵感・親近感
というアンビヴァレントな感情を抱いている。神
学校で教えているアジア系男性は、父権制に対し
批判的でなく、アジア人に対する人種差別は見て
も性差別を見ない。リタさんはこのように現状把
握をしたうえで、白人のアメリカ人社会では全く
尊重されていない価値を、アジアの伝統の中に探
り肯定的に主張して行こうと提言する。その伝統
的価値の具体的な内容としては、沈黙や、話の中
での妥協や、問題を間接的に解決し、余地を残す
といったことを挙げていた。
　第三点に関しては、アジア系女性が家族と社会
において搾取されてきたその苦難を、神学的問題
としてどう見るかと問う。彼女らは、犠牲となっ
てきただけでなく、自分たちとして差し出す積極
的な何かを持っているはずというのである。リタ
さんの立脚点をなすアジア的文化背景からの女性
の神学の主張がここから構築されるのであろう。
彼女はアジア系の女性がキリスト教を批判するこ
とを希望する。西洋ではキリスト教が女性に抑圧
的だが、アジアでは仏教、儒教、ヒンズー教が伝
統的家父長制を担っているので、アジア人はキリ
スト教は自分達にとって批判的と考える。彼．女は
そこに白人女性とは色合いが違う神学が出てくる
可能性を見ている。
　今回はリタさんの神学の展開それ自体が目的で
はなく、それを支える彼女の問題意識のみが伝え
られた。神学的な内容に関しては、リタさんは、
生命を大切にすることを中心に、相容れないもの
を潔癖に排除するのでなく、多様性を受け入れる
方向で神学を考えているものと推測される。彼女
は、悪は支配と管理から生まれると強調し、神の
勝利のために絶対的な善と悪をたてる二元論を批
判した。そして、’女性として何が本当に悪である
のかを考えねばならぬと提言している。熟慮した
いことである。また、愛は自己犠牲的であるとい
う考えはキリスト教から排除したい、とも述べた，，
リタさんによれば、被支配者悪なのである。
　アジア系女性の問題は、白人アメリカ女性の場
合のように個人主義的に権利を主張すれば片付く
ということはなく、根深く共同体的・全体的問題
なのだということが、今回の話の中で明確に出て
いた。USAではフェミニズム運動の流れは、最
近は家族の重視へまた母親としての女性性の重視
へと移行する展開をみせており、神学におけるリ
タさんの立場も、あるいはそのような全体的な傾
向に対応して要請されている面もあろうかと考え
られる。そこで私の疑問は、平等主義の立場に立
つフェミニスト神学が本当にアジア系女性には無
益なのかどうか、ということである。原理として
の平等主義は真に解放の力となるのであって、ア
ジア系女性はそれと別途に解放の原理を持つとは
思われない、，たとえば、西ドイツで学位を取得し
た韓国の神学者S・リー一t．リンケさんは、『アジ
アの神学の基礎としてのフェミニスト神学』等の
著書を持ち、シャマニズムとキリスト教の比較も
試みているが、「アジア女性の視点からの旧約聖
書における女性像1と題する論文の中で、女性は
確かに過小評価され差別されているが、それは過
去ではなくアジアの女性の現在の姿でもあると述
べる一方、フェミニストの視点で旧約聖書を再吟
味することによって、むしろ神は、性にも社会的
地位にも民族性にも無関係に、神の意志にかなう
と思われる人物を召している、という結論を引き
出している。実践の場、すなわち理論ではなく実
際の生活と活動の場においては、アジア系女性は、
主体性を発揮して自らの問題に取り組み、解決し
て行かねばならない。そのように問題意識と研究
の教会活動への適用の方途は、アジア系女性であ
ることによって特殊性を持つとしても、フェミニ
スト神学による研究は民族性を越えて有効なので
はないか，
　初期キリスト教研究を通してのE・シュスラー
　フィオレンツァのパートナー宣教者の再発見や、
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マグダラのマリアを支持する共同体とペテロの共
同体の正当性をめぐる主導権争いの視点からの仮
説的解釈、R．　R．リューサーらによる「女性の
教会1形式の提唱、またE．モルトマン　ヴェン
デルの身体性・感覚性による聖書解釈などの、白
人女性のフェミニスト視点による聖書研究に匹敵
する、独創的にアジア的な神学が果たして構築で
きるのか。むしろこれらの主張は、彼女らがすで
に西洋文化の行き詰まりを認識し、アジア的なも
のの見方を意識的にか無意識的にか取り入れ、西
洋の学問の場に反映させた結果ではないのか，，そ
のような形で西洋と東洋の共同作業は成立してい
るのではないのか。アジアでは人権思想は弱い。
アジアは西洋のそれを補うあるいは修正すること
によって、変質させつつそれを追っている。問題
がやはり人権意識に関わるフェミニズムの領域に
おいて、本当にアジアから積極的に提言するもの
が出てくるかどうか、興味深く見守りたい。
　フェミニスト神学では、当事者の女性が語りだ
し、主体的に取り組むことで、自分だけが分離的
に自己実現するのでなくて、その中で生きる各自
か互いの生命を豊かに喜びに満ちたものへと生か
し切ることが出来るような「別の全体・へと、全
体を変えていくことが求められている。そのとき
全体とは、女性と男性とからなり、働き盛りの健
常者だけではなく、幼い者も老人も病人も障害者
も、それぞれ生命を喜ぶような全体であろう。そ
してそれは、現在、真の宗教的平等をめぐり聖書
を貫く神の平等主義を再提起しているフェミニス
ト神学が共通に、また総括的なフェミニズムの運
動とともに、共有する問いの立て方にほかならな
いのではないか。神学においても、フェミニズム
の活動を主体的に担うのは、女性自身でなければ
ならないが、それは女性だけが取り組めば済むと
いうことではない。フェミニスト視点から問題提
起することの可能性はまだまだ豊かに開いている。
女性が声を挙げていくことで、そのままでは問題
の存在に気づくことすら出来ない男性にも、同時
に彼らの問題でもあるものとして問題を見えるも
のにし、共に事に当たっていく道を開かねばなら
ない。男女が愛しあい、仕えあいながら、喜びも
苦しみも分かちあって生きる生き方を、真に創造
していきたいものである。
尼僧とフェミニズム
小澤　山雨
　フェミニズム関係の本を読みながら、仏教の世
界へと近付いていった日々、私の40代は惑いの季
節として始まった。
　心の不安が身体の変調期とピッタリ重なって、
右に相談室ありと聞けばその門を叩き、左に夢分
析ありと知れば夢の言語化に夢中になるといった
具合。新興宗教に足を運ぶ中年女性とは包みたい
な人々かもしれないなどと思いながらも、その気
にはなれなかった。
　18年近くの結婚生活に対する問い、つまり夫と
の関係が、自分の生き方を問うという形で目の前
にぶら下がっていた。
　夫との関係についてあまりにも鈍感であった結
果、全く違う方向へと遠去かっていく自分たちを
発見することになった。何故そうなったかを考え
始めると、常識にそれほど捉われてないと思って
いたにもかかわらず、旨夫．．稼ぐ人、妻．家を守る
人…といった役割分担が定着していたことに気付
くv主人という言葉を使わずにいても、決して対
等とはいえない二人の関係が見えてきた。子育て
に埋没する中で、自分だけの精神世界を保ってい
ると思い込んでいたのは錯覚だったのか。一人の
男と一人の女として向き合う関係がつくれなかっ
た結婚生活とは何だったのか。
　日常性という衣服を剥ぎ取り、私たち二人の姿
に光を当てていく作業に私は没頭した。全ての手
持ちのカードを並べ終えた時、自分が白だと思い
込んでいたものが、まるでオセロゲームのごとく、
一瞬にして黒に転じてしまった時の空白感，
　私が父母の信仰する日蓮の教えに辿り着いた背
景は、今にして思えば、こんなことだったような
気がする。法華経経典と日蓮聖人の生き方に生き
る道を見出だした時、仏教徒ととしての生き方を
女性の視点から自分なりに一歩一歩積み重ねてい
こうと思い始めていた。
　寺に生まれながら、特別な教育をされたわけで
もない私にとり、小学生時代からの愛読書は宮沢
賢治の書物であった。危機に陥るとまるでバイブ
ルのごとく賢治の本を緒いた，．その中にみなぎる
光と透明な世界から力を得て蘇生するといった体
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験を重ねてきた。
　その賢治の世界が法華経精神に貫かれたもので
あると知ったのは、得度を決心してからである。た
またま家の事情もあり、僧侶の資格をとるため身
延山の密教信行道場に入ったのが1987年のこと。
　日蓮宗では、尼僧対象に隔年毎、特別信行道場
（剃髪）、言言信行道場（有髪）が開かれる。戦後、
住職のいなくなった寺の奥さんのため始められた
のが補教信行道場である。そこの修了者の意識と
は関係なく、制度的には、嘉島を出ても一人前の
尼僧とは認められていない。なぜなら、僧階の上
で男僧と対等な道を歩こうとするには、剃髪して
特別信行道場に入り直さねばならないからだ。道
場の修行内容はほとんど変わらないにもかかわら
ず。一口に僧侶というが、応身（彼らの場合、有
髪、剃髪はあまり問われない？）、剃髪の尼僧、
有髪の尼僧という順序で位置付けられ相互に差別
意識を抱いているらしいことが幾つかの場面で出
会った人たちの言動からうかがわれた。
　また、日々読調しなげればならない法華経やそ
の他の経典に散在する女性差別的考え方を何の疑
問も持たず信じている僧侶がいるかと思うと、一
方に「女性が亡くなった時読まれる提婆達多出に
は、女人五障と変成男子が書かれていて嫌だなと
思ってしまう…尼僧も少数とはいえ存在している
のも確か。しかし、疑問を口にしても、たちまち
葬り去られてしまうか、無視されるのが現実の僧
侶の世界であるらしい。
　今年の初め、日蓮宗僧侶有志により3年前創刊
された月刊紙大海カミ呼びかけ、五人の尼僧によ
る座談会が開かれた。そこでは、地域で地道な努力
を続ける尼僧たちの生の声が聞かれて興味深い。
　「3歩下がって男面さんの足元を掃除するのが
尼僧　このように育った時代の殻をつけた考えを
表明する70代のAさん。頭の片隅にあるこの考え
とは裏腹に、現状に対し批判的意見を次々述べて
いる。　「本当にお釈迦様が五百戒をつくられたの
か。真実を見てないから知らないが、あれは言い
伝えであって男面さんたちが勝手に決めたのでは
ないか…現在の男面さんこそ五百戒を持った方が
良いのでは1と自らの実践を通じ生み出した独創
的見解を披歴しているf，彼女は、ある男僧に「尼
僧に五百戒を持っている人がいますか：と問われ
た時、「男僧さんで二百五十正誤っている人がい
たら、そうおっしゃって下さい．「と切り返してい
70，，（戒律に対する見解の相異が五人の出席者の
中にあったが、それはまた別α）問題として考えて
いきたい）。
　尼僧座談会出席者（私もそび）一人）が一致して
自己を含む僧侶に対し投げかけた疑問は、次のよ
うなものであるv「朝に夕に、世界平和を願い、
法華経を読諦しながら、そのことが口先だけに終
わっているのではないか．と。
　多くの僧侶が、糧を得るための職業として僧侶
を選んだとしか見えないほど、法華経精神と乖離
した所で生きているように思える、，自分の生き方
を問いつめた上で僧侶の道を歩み始めた人の多い
尼僧との違いがその意識の上に表れているのでは
ないか。
　現在、まだ寺に住んでいるわけではないので、
比較的自由に行動し、考えることができる。この
点を生かし、一人の仏教徒として自分を鍛えてい
きたいと思っている。
　二年前から、前記の「大海編集同人である、日
蓮宗、浄土真宗、真言宗の意欲的僧侶の人々の集
いに参加してきた。その中で、少しずつではある
が、仏教者国際連帯会議（INEB）を通じて、ア
ジアの草の根の宗教者たちの動きにふれ、自分の
進路に対して大いなる示唆を与えられた。また今
回、前々から関心のあったフェミニズム・宗教・平
和の会の集まりに於いて、多くの魅力溢れる女性
たちと出会え、私の心に一筋の光が射し込んだ。
　遅い出発をした私にとり、吸収しなければなら
ないことが多く、霧の中を歩いているような状態
である。しかし、自分の思いや考えを一つの声に
して誰かに届けることで、一歩一歩道が現われて
くるような気がしている。
　　　　　　　　　　　　　　　（1990．　9．10）
lrフェミニズムと宗教』第二集ができましi
iた。関東では3カ月毎に例会を持っていまi
iすが、この度その報告を集めて第二集としi
iて発行することにしました。内容は、フェi
iミニズムと宗教批判（奥田暁子）／クェーi
：カーとフェミニズム（岩田澄江）／スウェ：
i一デン女性史の宗教的背景（中山庸子）／…
i平塚らいてうと禅（服部加江子）／禅とそ…
iの周辺（山田恵子）の5篇でず，　　　　…
iご希望の方は奥田まで申し込んで下さい。i
i1部400円。送料ユ70円。　　　　　　　　i
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「軽チャー」考
宮澤邦子
　この四月からしばらくイギリスで暮らして来た。
生活の場はロンドン。世界中どこでも大都市は似
たり寄ったり、ということのほかに、明治以降の
日本のいわゆる近代化が、多くの点でイギリスを
手本にして来たという事、商習慣にかなり共通点
があり、フランスなどとくらべて企業の提携、進出
が盛んであることなども相侯って、日本人にとっ
てロンドンは最も違和感の少ない都市のひとつで
はないかという気がす惹，それにイギリス人は概
してアメリカ人よりは日本についての知識をもっ
ていて、突拍子もない質問を受けると言ったこと
も余りなかった。ただ何回か、「日本での生活と
イギリスでの生活にもし違いがあるとすればどん
なことが一番違うのか　とあらたまってたずねら
れて、さて何だろうと考えてしまった。
　食生活は違うと言えば違うけれど、初めての料
理というほどのものは、特別のデザートを除けば
まず無いし、店に並んでいる商品の種類も豊富さ
も似たようなものだし、交通機関も、道路の渋滞
事情も、物価の高さも同じようなもの、風の爽や
かさと、公園やスクウェアの緑の豊かさは有り難
かったけれど、東京だって五月の風は爽やかだし、
緑も無いわけではない。食事をしながらの会話だ
から、あまり難しい話にはしたくない、というこ
とで考えついたのが、：一イギリスで生活する方が力
がいるようだという答え。こう言うと、たいてい
のイギリス人はニヤッと笑う．力と言うのは、文
字どおり腕力。建物の扉から図書館のカタログ、
ポットの蓋にいたるまで、とにかく重いのである。
一一冝Aコピーをとろうとして酒肉ものカタログを
かかえて書架からコピー室への往復を繰り返した
ら、山に登った後くらいにくたびれた。列車の扉
となると冗談事ではない。内側には取っ手がなく、
窓をあけて外側の取っ手を操作するのだが、窓が
まず重い。ぶら下がるようにして窓を押し下げて
も、ハンドルがまた重い。ほかに降りる人がいな
くて、扉を開けることか出来ないうちに発車して
しまったらどうしょう、とまじめに心配したこと
も何度か。
　それに比べて日本ではなんと総てが軽く、便利
にできていることか。最近ではますますボタンひ
とつで操作出来るものが増え、水道の栓までひね
らなくてすむ有り様だ、，自動扉が多いので、たま
に手で扉を開けて入ろうとしていると、向こうか
ら来た人があたりまえの顔をして先に通り過ぎ、
挨拶ひとつしょうとしないのには唖然としたりす
る。イギリスには自動販売機と自動ドアの数が少
ないので、大学でも図書館でも、その他どこでも
後から来る人のために扉をおさえておくのは当た
り前のエチケットで、そのときにいろいろな人々
と一言かわすことができるのも楽しかった。先程
の、他人の開けた扉を当たり前の顔をして、…あり
がとう1の…言も言わずに通って行く人には、扉
をおさえている人間の姿が見えなくなってしまっ
ているのだろうか。重い扉が人と人との間を結び、
余りに便利な道具の普及が人間の姿を見えなくし
てしまうのは、皮肉な事だ，便利さと、もう一つ
の日本の社会の特徴である能率の良さの代償とし
て、失われるものは何なのか考えてみる必要があ
るし、場合によっては、能率や便利さを犠牲にす
ることもあって良いのだとあらためて思ったりし
た。たぶんそれはイギリスの社会が、重さや不便
さを代償にしても失うまいとしているものが、‘人
間らしさ［だということを折りに触れて感じさせ
られていたからだと思う。人権意識などという難
しい言葉より、お互い生きた人間だということを
忘れない付き合い、というくらいの言い方がふさ
わしい気がする。人間が見えなくなるような便利
さや能率ならば御免を蒙る、という哲学，そして
生きた人間とは、共通するものを持ちながら、千
差万別であって、決して画一的には論じられない
もの、という事も大切な前提となっているらしい。
他人の内面に立ち入らない、感情の押し付けをし
ない、互いに最大限の自由を認め合うという行動
のルールが、爽やかな風の吹き抜けるのにも似た
快さだった．そのことを言うと、多くのイギリス
人はちょっと笑って「それはそうだ、イギリスは、
奇人変人の本場みたいな国だからね3と片目をつ
ぶって見せるのだが。
　話がそれたが、東京に戻り、腕力の要らない生
活に返ってみて、軽いということはあながち悪い
ことではないな、と思う。あながち、などと留保
をつけるのは、先日東南アジアでの外国人の評判
についての記事を新聞で読んだからだ、，日本の商
品は町に溢れ、日本文化についての知識も豊富だ
が、尊敬されているのはイギリス人、アメリカ人。
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E日本人は金持ちだけれと、このごろの日本文化、
軽チャーっていうんでしょ、　とマレーシアの人
に言われて、返す言葉がなかった、という趣旨の
記事だった。「軽さ　はしかし考えて見れば、日
本の文化のひとつの優れた特徴であるはずだ．，美
意識にも、文学や芸術の様式にも、長年かかって
磨きあげられた不可欠の要素としての「軽さ：か
あ惹，軽さを尊しとする文化があって悪い訳はな
い．にもかかわらず「軽チャー1は良いニュアン
スを持つとは言えないuカードー枚持って身軽に
心行くまでショッピングを楽しむ、などというの
は恰好良いのかもしれないが、あまり上等なこと
とも思えない。軽さが、軽薄さとなってしまうの
はどういうときなのだろうか。恐らく、軽さのも
とにあった哲学が見失われたときだ。哲学とは大
袈裟な、という感じもするが、「良き智を愛する1
という本来の意味における「哲学　がこの場合一
番ふさわしい言葉に思える。軽さのもとにあった
原理は捨てる：ということだと思う。人間にとっ
て一番大切なものを追及するために不要のものを
捨てる、捨てて身軽になる、これが「奥の細道．
なり方丈記なりの原点にあった哲学であろう。
；只試すがらにと出立つ．にも「広さはわずかに方
丈、高さは七尺がうち！の宿りを結ぶにも、その
前にどれだけのものを捨てなければならないこと
か、想像に難くない、，何かに招かれ、心誘われて、
身軽にならずにいられないという心境なのだろう、、
アシジのフランシスコの霊性と深く通い合うもの
がここにはある，しかしいつのまにか軽さという
現象だけが残って、それを求めた心のほうは置き
去りにされてしまった，，軽さを利用して自分の得
になりそうなものならなんでもかき集めるなどと
いうさもしさは一体と．こから入り込んでしまった
のだろ臥，重さであれ軽さであれ、それ自体が問
題なのではない．何の為に、というところが見失
われない事が大切なのだろテ，そして見失わない
ためには、手段が一人歩きしないためのチェック
が割合頻繁に行われなければならないのが人間の
常なのかもしれない、，
シリーズ　日本民間学者の1冊として、河野信
子著「高群逸枝　　霊能の女性史』か出版されま
した（リプロポート　1545円），，
私にとっての宗教観と
　　　　　　　今の選択
川村　紀子
　私と宗教との最初の出会いは、保育園の時に遡
る、、仏教系の保育園だったので、園内に仏様が棚
にまつられていて、ののさま…と園児達は言い、保
育が終わると先生方といっし、ltに棚に止して帰っ
た。
　お釈迦様の寓話を絵にした、紙芝居も見せられ
た。地獄に落ちた男が、たった…つ、生前にクモ
を助けた供徳があったため、お釈迦様が哀れに思
われ、クモの糸を垂らして地獄からその男を救お
うとする。けれど大勢の人間がその細い糸につか
まったために男は怒り、「そんなに大勢つかまる
な．’1と自分の身を護ろうと一声叫んだ途端、糸
は切れて、元の地獄に落ちてしまった。……
　これは、その時はあまり意味はわからぬなから、
神妙な気持ちで見ていたが、今思えば仏教の教え
である。供徳は報われるという精神と利己よりも、
利他をの直しめに適っていると思える。
　そんな風に、私のほのぼのとした宗教への関心
のめざめは、仏教だったのだがその次には神道に
も首をつっこんだ、，神棚をまつり、祝詞や大祓も
あげた。，神話や古事記等も興味を持って読んだ。
そこで、拙いながら感じたことは、神道で神につ
ながり、清まろうとすることは、人間の深い所に
ある罪の意識の浄化を叶え、それによる、より良
い改変を願うのでは……ということだった。御存
知のように大祓には、象徴的な罪とか臓れとかが
古代言葉で出てくるが、それは自分につながる先
祖の行為も含めて、その人間の深層心理の悪を（本
人が気づくと気づかぬとに関わらず）を認め、又
は赦し、ひろいあげ神の力をもって、無に浄化し
ようとする試みである、，「罪という罪はあらじと
…… ﾆいう言上げの儀式において、それは完了す
るのだ，同じように罪の意識を、又は行為を人間
の原罪という名において認めながら、そしてそれ
を神の子キリストに肩代わりさせなからも尚、ど
こかにコンプレックスをもち、それゆえ自己規制
が厳しくなりかちの、キリスト教とは随分、対照
的である，
　大らかな神道に惹かれながら、やはり仏教的な
生き方の指針や、先祖廻向などにも心惹かれる私
??1
の、今の宗教観は再び、仏教に帰り咲いているが、
愛を説きながらも厳しさを内蔵するキリスト教は、
親でいえば父性的。神道は母性的とでもいえよう
か。そして、今の私の伴侶である仏教は、神の教
えではなく凡人ではないが、人間である釈迦の教
えである。そしてそれは、修道であるからには当
然、自我の葛藤や抑圧を含むが、苦集滅道という
言葉に代表される解放論を合わせ持つ、人間哲学
である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌦L．
　又、八正道的心の開発が要になっている中道を’
教える人生哲学でもある。このように仏教は、私
にとって自我のバランスをとりながら、地道に修
めてゆける対象になりつつある。
会計報告（関西）　1990．8月末現在
収 入
? ?
前年度繰越し 158，430印刷費 362，500
会　費 154，000郵送費 5L515
冊子・ミニコミ 249，470文具代 17，531
カ　ンパ 3，000コピー代 3，615
シンポ参加費 14，400会場費 40，300
その他 412
収入合計 579，300支出合計47臥8731
現在高　103，　427
あ　と　が　き
新　入　会　員
　近藤野百合
　大内　範子
　金井　淑子
　中山　　剛
　横山ウ・イン茂人
繭鉱和女
・’ ﾗ田　百香
　山野　繁子
　林　　浄証
　太田　晴子
　鈴木　敦子
西村　洋子
中島枝美丁
渡辺　典子
堀田みゆき
小澤　治慧
石河　薫子
曾根千恵子
真鍋　和子
佼成出版会
田ノ倉亮爾
鬼塚　哲郎
乱）今年の夏は異常に暑く、長い夏でした。この暑
さは気象条件のせいばかりでなく、11月に行われ
る即位礼・大嘗祭やイラク問題に対する政府の対
応にいらいらさせられることが多かったのも一因
です。政教分離の原則を踏みにじる即位礼・大嘗
祭と平和憲法を根幹から揺るがす中東への自衛隊
派遣を私たちは絶対に容認することはできません。
フェミニズム・宗教・平和の会は政治的なグルー
プではありませんので、会としてまとまって反対
の声を上げることはしませんが、個人としてそれ
ぞれの場で取り組まれていることと思います。私
もキリスト者の仲間たちと即位礼・大嘗祭反対の
アピールを出しました。
｡回のイラクの行動に関しては、マスコミを通
しては正義をふりかざすアメリカと「悪玉…イラ
クという図式しか見えてきませんが、パレスチナ
対イスラエルの問題や反ユダヤ主義など紛争背景
会計報告（関東）　1990．8月末現在
収　　入 支　　出
前年度繰越し　　6〔｝，594
?@費　　　　103，000
緖q・ミニコミ　164，710
印刷費　　156，000
X送費　　40，551
ｶ具代　　　1，570
シンポ参加費　　23，700　コピー代　　2．　463
カンパ　　 20，000謝礼（版権含む）42，000
　　　　　　　　　　　その他　　　1，000
収入合計　　372，004　支出合計243，584
現在高　128，420
をも見ないと片手落ちです。その意味で少々PR
になりますが、最近出版された『ユダヤ人の歴史』
（イラン・ハレヴィ著、奥田暁子訳、三一書房）
はユダヤ人であり、PLOの指導者の一人でもあ
る著者による中東・西欧・ユダヤ人の歴史書です
ので、今日の問題を考察する上で参考になると思
います。是非ご一読ください。
’一／ 蜑z愛子・源淳子・山下明子著「性差別する仏
教』　（法蔵館）はフェミニズムの視点から日本の
仏教を論じた最初の本です。パイオニアとしての
著者たちの熱い思いが伝わってきます。こちらも
是非ご一読ください、、
吟号に柳寛順のことを書かれた金允玉さんは韓
国のキリスト者女性平和研究所の代表者で、日本
で幼時を過ごされた方です。掲載した文章は原文
のままです。
’工990年度の会費未納の方は振替用紙を同封しま
すのでよろしくお願いします，，（奥田）
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